
一般質問

議
員　

第
８
回
原
発
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

が
、「
フ
ク
シ
マ
か
ら
何
を
学
ぶ
か
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
発
電
」
と
題

し
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
私
は
、

第
５
分
科
会
「
今
後
の
原
子
力
政
策
と
地

域
振
興
の
あ
り
方
」
に
出
席
し
、
住
民
が

安
心
し
て
地
域
振
興
を
図
る
に
は
、
東
電

福
島
原
発
事
故
か
ら
学
び
、
原
発
は
即
時

廃
炉
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

そ
こ
で
、
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議

呼
び
か
け
人
で
あ
る
村
長
の
ご
意
見
、
今

後
の
原
子
力
政
策
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

村
長　

原
発
マ
ネ
ー
に
依
存
す
る
社
会

は
、
極
め
て
も
ろ
い
社
会
だ
。
他
の
産
業

の
芽
が
摘
ま
れ
、
原
発
関
連
し
か
生
き
残

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
は
、
原
発
事

故
を
受
け
、
脱
原
発
、
原
発
ゼ
ロ
を
展
望

す
る
時
点
に
到
達
し
た
。

議
員　

農
事
組
合
法
人
等
、
村
単
独
助
成

の
水
田
条
件
整
備
補
助
事
業
は
、
補
助
率

２
分
の
１
以
内
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
認
定
農
業
者
、
農
業
を
稼
業
と
す
る

者
、
新
規
農
業
者
等
を
大
事
に
す
べ
き
で

あ
る
。
法
人
だ
け
で
は
東
海
村
の
農
業
は

守
れ
な
い
。
法
人
並
の
補
助
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

経
済
環
境
部
長　

担
い
手
に
対
し
て
経
営

改
善
に
必
要
な
機
械
や
施
設
等
の
整
備
に

要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
施
策
を
検
討
す

る
。

議
員　

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
の
放
射
性

物
質
測
定
基
準
が
50
ベ
ク
レ
ル
に
下
げ
ら

れ
、
東
海
村
の
シ
イ
タ
ケ
は
壊
滅
状
態
に

な
っ
た
。
久
慈
川
の
最
後
に
行
き
つ
く
所

は
東
海
村
の
海
で
あ
る
。
水
は
我
々
の
命

で
あ
り
山
、川
、海
の
幸
が
あ
る
。
サ
ケ
は

川
で
生
ま
れ
３
、
４
年
回
遊
し
て
ふ
る
さ

　

固
定
資
産
税
と
電
源
交
付
金
を
ひ
と
り

占
め
せ
ず
、
日
立
市
、
常
陸
太
田
市
、
那
珂

市
、水
戸
市
、ひ
た
ち
な
か
市
の
６
市
村
首

長
懇
談
会
で
も
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

村
は
、
文
化
的
、
社
会
的
価
値
が
大
き

い
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
期
待
し
、
50
年
余
蓄

積
し
て
き
た
人
材
や
施
設
も
活
用
し
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

と
に
戻
る
。
健
全
な
川
を
持
続
し
守
る
た

め
、広
域
的
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

村
長　

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
焦
点
を
当
て
た

原
木
を
と
る
と
い
う
意
味
。
流
域
の
市
町

村
と
連
絡
を
と
り
、
村
長
に
な
っ
た
当
時

の
原
点
に
帰
り
、県
、農
林
水
産
省
等
広
域

的
に
働
き
か
け
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
共
産
党　

川
﨑　

篤
子　

議
員

問　

地
域
振
興
を
図
る
に
は
、
即
時
廃
炉
が

ベ
ス
ト

答　

原
発
マ
ネ
ー
に
依
存
す
る
社
会
は
極
め

て
も
ろ
い

豊
創
会　

村
上　
　

孝　

議
員

問　

村
の
農
業
補
助
事
業
と
福
島
原
発
事
故

の
対
応

答　

こ
れ
ま
で
の
補
助
を
活
用
、
原
発
事
故

補
償
は
要
求

サミット全体会場

原木シイタケの原木

8


